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ケラ                  ハッカハムシ 

アカムカデの仲間              コモリグモの仲間 

 

この時期、低木のえだやトゲを見て回ると、昆虫やカエルなどのミイラがく

しざしになっていることがあります。 

 

これはモズという 野鳥
や ち ょ う

のしわざで、くしざしミイラにされた生き物は「はや

にえ」とよばれます。真冬につがいをつくるこの鳥は、オスが歌を歌ってメ

スをさそいます。研究者によると、モズのオスは 栄養
え い よ う

たっぷりの「はやに

え」を食べることで、より早口で歌を歌ってメスにモテることができるそう

です。 

 

「はやにえ」にされた虫たちを見ると、ふだんは地中にもぐっているケラ

や、においのきついハーブを食べるハッカハムシ、かまれると 痛
い た

いムカデ、

足の 速
は や

いコモリグモなど、ひとくせもふたくせもあるメンツがそろってい

て、モズのたくましさを感じさせます。昆虫の少ない冬ですが「はやにえ」

を探して、森にくらす虫や、虫が支える小鳥たちの命に思いをはせてみるの

はいかがでしょうか。 
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